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部門 H 使用幅 S 正確さ R　流暢性 K　結束性 I	交話

A ◯　１　X ◯　１　X 　A B
B ◯　１　X ◯　１　X

◯ C1 慣・不慣れな話題
・広い幅の語彙適
切に 複雑でもぼぼ正確

抽象的な話題以外は
、自然な口語体

〜を使い、
明瞭な発話を構成

様々な話題、適切な
とき、前置き表現、発
話権を得て自分の話
しを相手の話に関連
づけていく

１ B2
慣れた話題
・意見交換
で適切な語
彙

簡単正確、
複雑挑戦

長めの自由発話では
、ときどきつっかえる
ことはあっても一定
のスピードで話す

使える結束表現は限ら
れている、明瞭なまと
まりのある発話

違和感は残る、適切
なときに発話権を取
り、話を展開させてい
く

X B1
慣れた話題適切な
語彙を使って話す

初歩文法は正
確、複雑な文
法も使ってみる

長め発話では休止あ
り・話の主要点の伝
達可

一連の短い文を接続
表現で直線的につな
げ、まとめる

身近なこと、自己選
択で発話権を取り、..
〜を続け、終わらせ
る。相手の発言を部
分的に繰り返したり

H 使用幅 S 正確さ R　流暢性 K　結束性 I	交話

A ◯　１　X ◯　１　X

B ◯　１　X ◯　１　X 　A B

◯ C1 慣・不慣れな話
題・広い幅の語
彙適切に 複雑でもぼぼ正確

抽象的な話題
以外は、自然な
口語体

〜を使い、
明瞭な発話を構成

様々な話題、適切な
とき、前置き表現、発
話権を得て自分の話
しを相手の話に関連
づけていく

1 B2
慣れた話題・
意見交換で
適切な語彙

簡単正確、
複雑挑戦

長めの自由発
話では、とき
どきつっかえ
ることはあっ
ても一定のス
ピードで話す

使える結束表現は限ら
れている、明瞭なまと
まりのある発話

違和感は残る、適切
なときに発話権を取
り、話を展開させてい
く

X B1 慣れた話題適
切な語彙を使っ
て話す

基本的文法は
正確、複雑な
文法も使って
みる

長め発話では
休止あり・話の
主要点の伝達
可

一連の短い文を接続
表現で直線的につな
げ、まとめる

一連の短い文を接続
表現で直線的につな
げ、まとめる

A ◯　１　X ◯　１　X

B ◯　１　X ◯　１　X 　A B

◯

c1

慣・不慣れな
話題・広い幅
の語彙適切
に ぼぼ正確に

抽象的な話題以外は
、自然な口語体

様々な結束表現・
明瞭なまとまりのあ
る発話を構成

様々な話題、適切な
とき、適切な前置き表
現、発話権を得て自
分の話しを相手の話
に関連づけていく

1

B2

慣れた話題・
意見交換で
適切な語彙

簡単ほぼ
正確、複雑
挑戦

長めの自由発
話では、とき
どきつっかえ
ることはあっ
ても一定のス
ピードで話す

使える結束表
現は限られて
いる、まとまり
のある発話

違和感は残る、適切
なときに発話権を取
り、話を展開させてい
く

X

B1

慣れた話題
適切な語彙
を使って話す 簡単かなり正確

長め発話では休
止あり・話の主要
点の伝達可

一連の短い文を接
続表現で直線的に
つなげ、まとめる

身近なこと、自己選
択で発話権を取り、..
〜を続け、終わらせ
る。相手の発言を部
分的に繰り返したり
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設計図
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部門 H 使用幅 S 正確さ R　流暢性 K　結束性 I	交話

A ◯　１　X ◯　１　X

B ◯　１　X ◯　１　X 　A B

◯

c1

慣・不慣れな話題
・広い幅の語彙適
切に ぼぼ正確に

抽象的な話題以
外は、自然な口語
体

〜を使い、
明瞭な発話を構成

様々な話題、適切な
とき、適切な前置き表
現、発話権を得て自
分の話しを相手の話
に関連づけていく。共
話。

1

B2

慣れた話題・
意見交換で
適切な語彙

簡単ほぼ正確、
複雑挑戦

長めの自由発話では
、ときどきつっかえる
ことはあっても一定
のスピードで話す

使える結束表
現は限られて
いる、明瞭なま
とまりのある発
話

違和感は残
る、適切なと
きに発話権
を取り、話を
展開させてい
く

X

B1
慣れた話題適切な
語彙を使って話す 簡単かなり正確

長め発話では休
止あり・話の主要
点の伝達可

一連の短い文を接
続表現で直線的に
つなげ、まとめる

身近なこと、自己選
択で発話権を取り、.
話を続け、終わらせ
る。相手の発言を部
分的に繰り返したり
する。

A ◯　１　X ◯　１　X

B ◯　１　X ◯　１　X 　A B

◯

C1

慣・不慣れな
話題・広い幅
の語彙適切
に ぼぼ正確に

抽象的な話題以
外は、自然な口語
体

様々な結束表現・
明瞭なまとまりのあ
る発話を構成

様々な話題、適切な
とき、適切な前置き表
現、発話権を得て自
分の話しを相手の話
に関連づけていく。共
話。

１

B2

慣れた話題・
意見交換で
適切な語彙

簡単ほぼ正確、
複雑挑戦

長めの自由発話では
、ときどきつっかえる
ことはあっても一定
のスピードで話す

使える結束表
現は限られて
いる、まとまり
のある発話

違和感は残
る、適切なと
きに発話権
を取り、話を
展開させてい
く

X

B1

慣れた話題
適切な語彙
を使って話す 簡単かなり正確

長め発話では休
止あり・話の主要
点の伝達可

一連の短い文を接
続表現で直線的に
つなげ、まとめる

身近なこと、自己選
択で発話権を取り、.
話を続け、終わらせ
る。相手の発言を部
分的に繰り返したり
する。
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質問・機能 コメント （論拠）

III 3

OJAE
設計図

コメント （論拠）

13,
15


